
　　　　　　　特別損益の推移
１１年 １２年

退職給付制度改定損 224 0
特別退職金(割増金） 118 4
有価証券評価損 25 2
タイ洪水損害の実損 0 13
　　　　合計 367 19
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リストラ費用など３００億円超がなくなり

６年ぶりの純利益１６億円
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今
年
も
師
走
に
入
り

マ
ス
コ
ミ
各
社
が
「
今

年
の
重
大
ニ
ュ
ー
ス
」

を
報
じ
る
時
期
だ
。
政
治
・
経
済
・

ス
ポ
ー
ツ
・
芸
能
等
々
省
み
れ
ば

話
題
に
事
欠
か
な
い
一
年
で
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
も
印
象
に
残
っ
た

の
は
、
山
中
伸
弥
教
授
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
を
上
げ
る
方
が
多
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
■
一
○
月
八

日
、
日
本
人
と
し
て
一
九
人
目
の

受
賞
が
決
ま
っ
た
。
五
○
歳
の
若

さ
で
京
都
大
学
i
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究

所
（
Ｃ
i
Ｒ
Ａ
＝
サ
イ
ラ
）
の
所

長
と
し
て
研
究
を
続
け
て
き
た
成

果
が
実
っ
た
瞬
間
で
あ
る
■
山
中

教
授
に
関
し
て
は
様
々
な
角
度
か

ら
紹
介
す
る
記
事
や
番
組
が
特
集

さ
れ
、
「
人
間
・
山
中
」
が
国
民

の
中
に
広
ま
っ
た
。
ラ
ン
ニ
ン
グ

愛
好
家
で
、
京
都
マ
ラ
ソ
ン
で

「
i
Ｐ
Ｓ
寄
付
」
を
募
っ
て
参
加

し
四
時
間
三
分
一
九
秒
と
い
う
タ

イ
ム
で
完
走
し
一
千
万
円
以
上
の

寄
付
が
集
ま
っ
た
と
か
■
難
病
で

苦
し
む
人
た
ち
を
助
け
た
い
と
い

う
思
い
が
研
究
を
続
け
て
き
た
動

機
で
あ
る
こ
と
に
も
感
心
さ
せ
ら

れ
る
。
ま
た
、
i
Ｐ
Ｓ
細
胞
が
発

見
さ
れ
る
ま
で
の
万
能
細
胞
の
研

究
は
受
精
卵
に
頼
り
、
受
精
卵
を

見
た
教
授
は
子
供
の
顔
を
思
い
出

し
て
受
精
卵
を
実
験
材
料
に
使
う

こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
て
受
精
卵
に

頼
ら
な
い
方
法
を
追
求
し
て
き
た

と
い
う
■
受
賞
の
記
者
会
見
で
の

発
言
「
研
究
所
を
支
え
て
い
る
職

員
の
多
く
が
非
正
規
の
職
員
だ
。

安
心
し
て
研
究
が
続
け
ら
れ
る
環

境
を
作
る
必
要
が
あ
る
」
。
自
分

の
部
下
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
者
。
思
い
や
り
に
あ

ふ
れ
た
山
中
教
授
に
心
か
ら
拍
手

を
送
り
た
い
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

花言葉：ひたむきな愛
東京都港区新橋４－２４－３ エムエフ新橋６０１号 電話 03（6450）1777

http://oakhp02.chottu.net

活発なＭ＆Ａ、アライアンス

★米国グラフィックス・ワン社と白トナー搭載カラー

LEDプリンタの販売で提携

★OKI、セールスフォース・ドットコム、スターシステ

ムズの3社が次世代コンタクトセンターソリューショ

ン提供に向けて協業

★OKIデータと東芝テック、MFP（複合機）で共同開発

★田中貴金属とプリント配線板事業譲受の契約締結

★JBサービスとOKIカスタマアドテック、マルチベンダ

の全国保守サービス分野で業務提携

山茶花

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
経
営
と

企
業
の
社
会
的
責
任
が
、
真
か
ら
問
わ
れ
た
年

今
年
の
重
大
ニ
ュ
ー
ス
《
Ｏ
Ａ
Ｋ
選
》

社会貢献活動

★特別支援学校で「多様な働き方」に

ついての出前授業を実施

★タイ王国北部で環境保護のための植

林を5年連続で実施

★東京都立北特別支援学校の案内表示

のバリアフリー化を支援

★鹿児島養護学校の生徒を対象に遠隔

職場実習を支援

あすなろ募金のお願い

１９８６年８月に創刊した「あす

なろは」は「安心して働ける職場」

を願って発行してきました。皆様

のご協力をよろしくお願いします。

業務の海外移転進む

海外従業員数過去最多４０％

（沖グループ従業員１６，７３６人

海外６，６７６人）

稼ぎ頭はＡＴＭ

海外向けを年間２万８千台に。

国内の２倍以上を計画。ＡＴ

Ｍは中国で好調でロシア、イ

ンドネシア、ブラジルなどへ

の開拓も力を入れる。これを

受け生産現場では、 生産性３

００％ 予算で職場は超多忙が

続いている。

本庄工場創立５０周年

祝賀の花火復活

１９６２年５月創立、地元

から２０００人採用し平均

年齢２１歳と言う若い工場

として出発。 今年の納涼

祭には久々に花火が打ち上

げられた。

分社化から統合

再編の動き加速

通信事業は分社した沖テ

クノクリエーション（Ｏ

ＴｅＣ）に続き、ＯＫＩ

ネットワークス（ＯＮＷ

Ｓ）も沖本体に再統合

不適切会計で３０８億円の損失

連結子会社（沖データスペイン子会

社）架空売上など不適切な会計処理

が発覚。少なくとも６年以上にわた

り３０８億円の損失。ＯＫＩ再生に

足を踏み出した矢先だっただけに、

水をさすものとなった。コンプライ

アンス経営が根本から問われる事件

でもありました。

沖データ（プリンタ事業会社）

違法派遣争議が勝利の和解

労働局が違法派遣を認定・是正指導。電機・情報ユニオ

ンとの交渉で「本人への謝罪と将来に対する配慮、是正処

置」の内容で和解しました。

使い捨て雇用で沖データの派遣社員数１０年３月の約４５

０人が、１２年３月には約１００人に減る。

正規社員の代替として

契約社員が急増

１１年３月期 １，８５８人

１２年３月期 ２，８７０人

生活改善要求アンケートを実施中。

引き続きご協力をお願いします。



　 　男 女平等度
　 　　 ラン キン グ
　順位 　　 国名

1 アイス ラン ド
2 フ ィン ラン ド
3 ノル ウ ェー

4 スウ ェー デン
5 アイル ラン ド
1 3 ド イツ

1 8 英 国
2 1 カナダ
2 2 米 国

6 9 中 国
1 0 1 日 本

1 0 8 韓 国
1 3 5 イエメ ン

　 輸 出 大 企 業 の 消 費 税
還 付 金 額 例 （ ２ ０ １ ０ 年 分 ・億 円 ）

ト ヨ タ 2 , 2 4 6
ソ ニ ー 1 , 1 1 6
日 産 自 動 車 9 8 7
東 芝 7 5 3
キ ャ ノ ン 7 4 9
ホ ン ダ 7 1 1
パ ナ ソ ニ ッ ク 6 3 3

　　　　２０１６年の家計の負担増
世帯年収 　税・保険料 内　消費税
　　　　万円 全体の負担増 　の負担増

300 24.19 <　８．２>
500 31.10 <１１．５>
700 36.93 <１４．３>
900 41.90 <１６．６>

２０１１年と１６年を比較した増税分

４０歳以上の夫婦と子ども２人世帯で１人が働く例

世帯年収は税引き前

★ なくそう貧困・格差 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ ２ 年 １ ２ 月 第 ２ ９ ３ 号

吹
奏
楽
団
に
心
か
ら
拍
手

【
群
馬
富
岡
】

「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
吹
奏
楽
団
」
の
第
一

五
回
演
奏
会
に
、
知
人
友
人
を
誘
っ

て
出
か
け
て
来
ま
し
た
。
以
前
、

楽
団
の
方
に
声
を
か
け
ら
れ
て
参

加
し
た
時
「
こ
ん
な
に
演
奏
技
術

の
優
れ
た
吹
奏
楽
団
が
会
社
に
あ

る
ん
だ
」
と
感
激
し
、
そ
れ
以
後
、

多
く
の
方
を
誘
っ
て
参
加
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
働

き
な
が
ら
練
習
し
て
い
る
楽
団
員

と
指
導
者
の
活
躍
に
、
心
か
ら
拍

手
を
送
り
た
い
気
持
ち
で
い
ま
す
。

指
導
者
の
小
田
原
朝
雄
氏
は
群
馬

交
響
楽
団
を
定
年
退
団
後
、
オ
カ

リ
ナ
の
演
奏
者
と
し
て
も
活
動
の

場
を
広
げ
て
い
ま
す
。
先
日
も
、

高
崎
市
内
で
開
か
れ
た
「
高
崎
平

和
コ
ン
サ
ー
ト
」
（
高
崎
市
が
後

援
）
で
、
氏
の
オ
カ
リ
ナ
演
奏
に

魅
了
さ
れ
心
癒
さ
れ
た
事
を
思
い

出
し
ま
し
た
。

吹
奏
楽
団
に
は
、
も
っ
と
社
内

で
の
諸
行
事
や
会
社
の
「
地
域
貢

献
」
と
し
て
の
活
動
な
ど
で
活
躍

し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
、
そ

の
為
に
組
合
・
会
社
が
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

又
来
年
を
楽
し
み
に
良
い
気
分

で
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

退
職
金
も
欲
し
い

【
契
約
社
員
】

雇
用
契
約
書
で
雇
用
期
間
が
決

め
ら
れ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
で
働
い
て
い
ま
す
。

沖
電
気
グ
ル
ー
プ
全
体
で
正
社
員

で
な
く
、
有
期
雇
用
で
働
い
て
い

る
社
員
数
は
約
３
千
人
（
派
遣
社

員
は
除
く
）
で
、
賃
金
形
態
も
月

給
の
人
、
日
給
の
人
、
時
給
の
人

な
ど
様
々
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
の
有
期
契
約
調
査

に
よ
る
と
、
収
入
で
は
年
収
２
０

０
万
円
以
下
の
割
合
が
０
９
年
は

５
７
％
だ
っ
た
が
１
１
年
に
は
７

４
％
ま
で
拡
大
。
退
職
金
が
な
い

も
７
４
％
か
ら
８
４
％
に
悪
化
し

て
い
る
。
有
給
の
結
婚
休
暇
制
度

あ
り
は
３
１
％
に
留
ま
る
。

沖
電
気
は
正
社
員
と
の
格
差
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
「
賃
金
・

待
遇
な
ど
労
働
条
件
改
善
を
し
て

ほ
し
い
」
の
希
望
は
増
す
ば
か
り

で
す
。

無
理
な
ノ
ル
マ【

芝
浦

東
京
】

最
近
、
オ
フ
ィ
ス
で
感
じ
た
こ

と
で
す
が
、
み
ん
な
仕
事
量
が
多

く
て
忙
し
く
し
て
い
ま
す
。
残
業

規
制
も
あ
り
、
遅
く
ま
で
残
っ
て

い
る
と
注
意
を
さ
れ
る
た
め
、
１

時
間
以
上
も
早
く
出
社
し
て
仕
事

を
し
て
い
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
早
出
の
申
請
は
し
て

お
ら
ず
、
自
主
的
に
働
い
て
い
る

状
態
が
慢
性
化
し
て
い
ま
す
。

無
理
な
ノ
ル
マ
で
従
業
員
を
働

か
せ
る
こ
と
は
、
サ
ー
ビ
ス
残
業

問
題
や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
グ
ロ
ー

バ
ル
コ
ン
パ
ク
ト
の
労
働
慣
行
に

あ
る
労
働
条
件
や
労
働
に
お
け
る

安
全
衛
生
に
違
反
す
る
恐
れ
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
早
急
な
是
正
が

必
要
で
す
。

カ
ル
ガ
モ
２
羽
育
つ

【
埼
玉･

本
庄
】

広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
そ
ば
の
側

溝
で
八
月
に
２
度
目
の
子
育
て
を

し
た
カ
ル
ガ
モ
。
み
ん
な
の
期
待

を
一
心
に
受
け
な
が
ら
、
最
初
の

子
育
て
は
残
念
な
が
ら
叶
わ
な
か
っ

た
が
、
今
度
は
全
滅
を
免
れ
、
２

羽
が
大
き
く
育
ち
ま
し
た
。
時
折
、

側
溝
に
い
る
の
を
見
か
け
ま
す
。

尾
羽
の
付
け
根
あ
た
り
の
羽
に
白

い
線
が
あ
る
た
め
う
ろ
こ
状
に
見

え
る
の
が
雌
、
茶
色
の
無
地
に
見

え
る
の
が
雄
だ
と
か
。

留
鳥
（
り
ゅ
う
ち
ょ
う
・
年
間

を
通
し
て
同
じ
場
所
に
生
息
を
し

季
節
に
よ
り
移
動
を
し
な
い
鳥
）

と
も
い
わ
れ
、
居
心
地
よ
け
れ
ば

ず
っ
と
こ
の
側
溝
を
住
処
に
い
る

カ
モ
。

首
切
り
合
理
化
の
連
続

４
千
人
超
の
減
員

【
ラ
ピ
ス
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
】

０
８
年
１
０
月
、
沖
電
気
の
半

導
体
事
業
が
ロ
ー
ム
社
に
７
９
４

億
円
（
売
却
益
）
で
売
却
さ
れ
、

社
名
も
変
更
に
な
っ
た
。

当
初
、
連
結
従
業
員
数
は
約
５

５
０
０
人
、

現
在
は
約
１
２
０

０
人
に
な
っ
た
。
拠
点
で
あ
っ
た

八
王
子
地
区
は
約
１
６
０
０
人
か

ら
８
０
人
程
度
ま
で
減
員
。
次
々

に
更
地
に
な
る
光
景
に
、
寂
し
さ

と
怒
り
が
考
察
す
る
。
次
の
合
理

化
に
も
脅
え
る
無
情
。

(万円）

(億円）

《
沖
電
気
を
考
え
る
》
６
１
回

リ
ス
ト
ラ
で
売
上
減
で
も

利
益
を
上
げ
る
体
制
へ

近
年
、
人
件
費
な
ど
固
定
費
や
不

採
算
部
門
の
削
減
な
ど
激
し
い
リ
ス

ト
ラ
で
沖
電
気
は
営
業
利
益
を
上
げ

て
い
ま
す
。

社
会
進
出
や
教
育
な
ど
の

「
男
女
格
差
報
告
」
１
２
年

版
で
、
日
本
は
百
三
十
五
カ

国
中
百
一
位
と
な
り
、
前
年

よ
り
順
位
を
三
つ
下
げ
た
。

順
位
低
下
は
二
年
連
続
。
女

性
議
員
が
少
な
く
、
企
業
幹

部
も
男
性
に
占
め
ら
れ
て
い

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
先

進
国
や
主
要
国
の
中
で
最
低

水
準
の
評
価
が
続
い
て
い
る
。

３
１
万
円
負
担
増

輸
出
企
業
に
は
還
付
金

（
復
興
特
別
税
含
ま
ず
）

（
税
率
５
％
上
が
れ
ば
還
付
も
５
％
増
）

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

政
府
が
１
１
月
１
４
日

試
算
発
表

１３５ヵ国中 １０１位

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

男
女
平
等
度

お
金
持
ち
人
口

日
本
は
２
位

純
資
産
８
０
０
０
万
円
超

３
６
０
万
人

ス
イ
ス
の
金
融

機
関
に
よ
る
１
２

年
の
世
界
富
裕
層

数
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
と
純
資
産
約

８
０
０
０
万
円
（
約
１
０
０
万
ド
ル
）

以
上
を
持
つ
富
裕
層
は
日
本
は
米
国

の
１
１
０
２
万
人
超
に
次
い
で
２
位

だ
っ
た
。
前
年
よ
り
８
万
３
千
人
の

増
え
た
。
３
位
は
フ
ラ
ン
ス
の
２
２

８
万
４
千
人
。

４
０
億
円
超
は
３
４
０
０
人

５
０
０
０
万
ド
ル
（
約
４
０
億
円
）

以
上
の
人
は
日
本
は
３
４
０
０
人
で

４
位
。
１
位
は
ア
メ
リ
カ
、
２
位
は

中
国
、
３
位
が
ド
イ
ツ
だ
っ
た
。

貧
富
の
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
。

年
収
５
０
０
万
円

世
帯

民
自
公
３
党
が
談
合
で

成
立
さ
せ
る

民
主
党
野
田
内
閣
は
国

民
へ
の
公
約
を
裏
切
り
消

費
税
増
税
を
強
行
し
ま
し

た
。
負
担
増
の
内
容
が
明

ら
か
に
な
り
、
国
民
の
怒

り
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

法
律
に
は
「
経
済
状
況
な

ど
に
よ
っ
て
は
施
行
を
停

止
す
る
」
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

１
４
年
４
月
の
増
税

実

施

ま

で
の

選

挙

で

「
増
税
ノ
ー
」
の
審
判

を
下
し
ま
し
ょ
う
。

現
在
消
費
税
全
体
の
３

割
は
輸
出
戻
し
税
と
し
て

企
業
に
還
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
増
税
は
富
裕
層
や

２
６
０
兆
円
の
溜
め
込
み

が
あ
る
大
企
業
に
応
分
の

負
担
を
求
め
ま
し
ょ
う
。


